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fトラヴァイユ (travail)J というフランス諾が存在する.この「労働J を意味する語は，ラテン語


















生活字の変化を求める人IMjの基本IYJ欲求を充起するための行為(=レクリエーション)のうち， [1 ';i¥. !I:_ 
活i習を離れて異なった自然，文化等の環境のもとで、行なおうとするー述の行動をいう .J
この中にある「余I!ZJ とは， 1日24時間のlゃから， I睡眠，飲食， J.JPflせの生nnl下j欲求に lì~づく i王子 II\j と，



























σの){移多重動方 I I とし、う5動功t機幾
L一一一一一一一一一一一一一一一_J
(主として経済的アプローチ) (主として社会的アプローチ)
第 1図 ヴァカンスの位置づけ (Jean.LllCMichalldによる)
3 
になっている.調査は年に 21m， 1止;出;に対して行なってきている.調査主体は， INSEE ([JD立統計経
済研究所)である. 5月に調査する対象は，冬期]ヴァカンスであり， 10月に実施するのは夏期jのもの
で、ある.
アンケートで伎汗jするヴァカンスの概念は，通常のものと異なっている. INSEE が0)t;J ]3~ を行なう
にあたって，用いているヴァカンスとは，自宅を離れて少なくとも 4泊以上宿泊し，その呂的が職務














1!~! 人に隠する質問事項は 性別，年齢社会的階層 年間所得額中に占める出費，世帯が位置する
コミューンなどにわたっている.ヴァカンスの滞在については以下の二つに区分される.その第一は
ーヵ所に滞在するものである.このタイプは同じ場所に 4泊以上滞在し，固定的なものである.一方，





































てのものが示されている.夏期j ヴァカンスを享受する~{は， 53-54 %で安定しているものの，夏期に
ヴァカンスを支:する手急対委文は， ] 981i三の2840TJ人均、ら85i1三の2940万人とお投I首位以i]にある. フランス
人]人あたりの滞在日数が，約191:1であることは近年の数年間では大きな変動がない
そして，ヴァカンスの滞在場所は，匡1勾が80.9%，それに対して外@]が]9.1%であり，国内でのヴァ








ヴァカンスのi時期は， i1iI述の通り支持lと冬期に集中する.とくに夏期の 7月と 8月は，まさにヴァ
カンスの時期となり， 2ヵ月間でヴァカンスへ出発するのは， 1 it三1サ全体のうち， 51. 2%にも達する.
そしてクリスマスの休H肢がある12月に7.8%，復活祭の休みがある 3月にも，上記の割合は6.9%にな
る.
外i主iへヴァカンスのために出発するのは，とくに 7月 (26.3%)に集中し， 7月と 8月を合計する
と， 51. 6 %と過半数を示すことになる. また， 6月にも， J二記の数値が8.9%に達する.全体的な傾
向として，ヴァカンスを外国に求める割合は，全ヴァカンスのうち，夏期にはピークが早めに訪れる.
ヴァカンスの出発が集中する 6)~ 1日から 9月30日までの間の状況は，第 6図に示しである.上記
の期間のうち，最大のピークは 7)~ 15日から 7)~ 3]日までであり，第 2番呂が8月 1日から 3日まで
であり，それに続くものとして， 8月41ヨから14日までであり，前述の通り， 7月15日から 8月14日
の 1ヵ月{日jにヴァカンスの集中がある. さらにもう一つのピークは， 6月28自から 7月 1日にも存在
第 1表 フランス人のヴァカンスの享受率と滞在日数
l淵年!附年|附年 I1似年 I1985年
夏Wlのヴァカンス*を享受する人 28.4 28.6 29.6 29.3 29.4 単位:]007]) 
夏期!にヴァカンスを享受する率 (%) 54.3 54.4 55.2 53.9 53.8 
ヴァカンスのi+!i荏 EI数 (単位:10075) 705.0 706.0 732.0 723.1 722.6 
うちフランス 572.0 583.0 608.0 588.3 584.7 
外 i豆i 133.0 123.0 124.0 134.7 137.9 
1人あたりの滞在日数 (日) 19.4 19.1 19.4 19.5 19.0 
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第6図 フランス人の夏期ヴァカンス(6 )~ 1 日 ~9 月 30 日)への出発
資料:INSEE 


















第 2表 フランスにおけるヴァカンス IIIO)i':;'，: イI)J)jl サ r と lH~(1場所 (1985 1 1'.) 
( lji.f;!: :出)
1I1.ilji i f1) i '1 ~: 1 li;. J;{ ~~'J tl ilJ 全体
十一一一一一一一一
ホテル 2.3 3.9 0.9 0.8 9.2 
1/[ 1'tli' i'1 bI1ii没 6.4 6.0 1.2 0.2 13.8 
りIj ~l 3.7 2.2 4.7 0.2 10.8 
fiiJj$見・友人の家!ぷ: 0.7 8.2 3.8 13.9 7.5 34.1 
I!ij $見・友人の)j!J:il 0.1 4.2 2.9 3.0 0.2 10.4 
テント・キャラノ〈ン 1.2 7.9 1.9 1.9 12.9 
その他 0.4 3.0 3.8 1.2 0.4 8.8 
/iL i 3.7 35.7 24.5 26.8 9.3 100.0 
資料:INSEE 
第3表 フランスにおけるヴァカンス中の滞在場所ーと交通機関(198511:) 
( ijtí;/~ : %) 
鉄道 自動車 バス 飛行機 ~:;úrl その{世 合計
loJ 遊 5.1 76.0 7.0 3.2 8.7 100.0 
ilf]: 10.5 82.1 1.6 4.4 l.4 100.0 
LJ IiTiJ : 14.6 78.4 5.3 0.7 1.0 100.0 
J具2、IJζ 1 村 13.0 82.8 1.7 l.1 1.4 100.0 
者1 市-その他 30.0 63.7 0.9 4.5 0.9 100.0 
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第4表 フランスにおける J~H1J也自 IJ にみた冬期ヴァカンスの 1 人あたり i帯在 FI 数
1975'1 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 
JYt+~J コミューン 15.8 14.9 14.0 13.4 15.3 13.3 14.3 12.5 13.9 ]2.8 13.2 
人1]2万以 iごのコミューン 13.2 ]5.4 13.3 12.9 13.2 ]4.5 12.7 ]3.7 ]3.6 12.2 11.8 
人口 2jJ ~ 10万 13.8 14. ] 12.5 13.6 13.9 15.9 12.2 12.7 15.] 13.3 14.0 
人[110万tj、Hノ¥1)を15:く) 14.1 ]4.2 15.4 14.7 13.1 13.7 13.3 ]4.9 13.7 13.4 13.7 
/ ¥ 1)大都市出i 14 .1 15.9 ]4.6 ]5.3 13.5 13.8 14.1 14.4 14.2 14.8 15.1 
/¥I)rlT 16.5 18.7 17.7 19.3 16.4 17.0 19.8 17.4 18.5 18.9 ]8.6 
























施設を一般に公開している.社会的な観光には，子供達のための宿泊施設 (colonie de vacances)や
家族に用意された宿泊施設 (villagesvacances familiales， VVF) も建設されている. ミッテラン政府
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中間管理)~三は， 1965年には60%台であったが 上 I己の期間に80%台になった. _I二記Il'Iiカテゴリー は14
)J 1I 1頃 IIIJ にあるが，年々わずかな走~そのせ:じており， ヴァカンスも経済の;1犬j兄をi政!ぷに受けている.た








第 15[~j と第 16121 は，それぞれ夏期と冬期のヴァカンスの享受率の経年変化を表示している.変則の
ヴァカンスの社会・経済的職業別享受率は，通年のヴァカンス動向とほぼj可様である.一方，冬期!ヴァ
カンスは新しい現象であり，あらゆる階層においても増加傾向にある.

















































































シャラント， リムザンそしてオヴェルジュの 5地方である.これらの地方は，アルプス， ピレネ一両
U_IJJ長に対しでも近接性が低い.
日Ij;H:の全家屋に占める割合は，第211玄jに示されている.別荘が集中する地域には 3つのタイプが存


















第3のタイプは，内陸部に位置するが， EEl I罰 (1'0 な環境によって，りIJ~:E を引きつけているイヨンヌ県





















































カンス客の混雑さに， さらに拍車をかける結果となっている. しかし， ドイツ人の第 2のヴァカンス
先として，フランスが選ばれる傾向にあり，夏期ヴァカンスの混雑経和に-WJとなりつつある.
第5表は，夏期と冬期に分けて，フランス人がし寸、なる留でヴァカンスを過ごしているかを表して
いる.雨期とも I~百ヨ一口 y パの諸留にとどまる割合が高く，夏期の76.7% と冬期の64.0% が示されて
いる.とくに夏期には スペイン(アンドラを含む)・ポルトガルそしてイタリアの 3カ国で49.6%
となり約半数に至る.夏期にはi出ヨーロッパのうち 西ドイツ オーストリア，イギリス，ギリシア







スペイン(アンドラを合む) 15.8 23，0 
;-J~ }レトブ'j}レ 3.8 1:).0 
イタ 1)ア 10.9 13.6 
スイス 5.4 3.，1 
P!Jドイツ・オースト 1)ア 11.9 8.8 
ベネル yクス 1).8 2.2 
スカンジナピア フィンランド， 0.4 0.5 アイスランド
イギリス 8.6 5.6 
ギ、 1)シア 2.1 5.1) 
トルコ 0.3 J .2
i百ヨ 64.0 76.7 
ユーゴスラピア 1.1 2.1) 
ソj主.~f ヨーロッノ f 1).2 1.4 




jヒ -y フ カ f1二E1、 14.4 14 ， I 
その他のアフリカIl長国 7.5 1.5 
アジア諸1 2.0 0.9 
tjlj立京(イスラエル， レバノン) 1.4 0.5 
アメリカイ?衆医i 35 1.4 
カナ夕、 0.4 
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第 6表 フランス人の外出でのヴァカンスの十:;'i{OL}J YrとjI'i{ドi場!リi'(198511'.) 
(iji.{i/今:出)
IlI遊 ?i止i_1， ~.今 11 /Ii 伎十j 者1$dj' ~':: 1本
ホテル 13..1 13.1 3.7 0.6 .1.3 35.1 
立l'f1Hi!'叫包設 O. .1 5.0 1.9 0.1 0.2 7.6 
百Ij ~T 0.1 1.7 0.5 1 .1 O.!J !J.l 
1!j組・友人の家出 1.2 9.6 3.1 10.3 10.5 34.7 
長lij$見・友人の百IJ;jE 1.7 0.6 0.5 0.5 3.:3 
テント・キャラノ〈ン 、う).5 2.6 0.9 0.1 0.2 7.3 
その他 2.1 2.4 0.8 0.7 1.9 7.9 
ι1¥ 1 20.7 36.1 ]1.5 1:3.7 ]00.0 
u+l : INSEE 




傾向が強い.統計をみると 滞在場所として 海岸部 IT遊そして者1$，'1部が多く この 3~' を合計ーす




















1 .フランス人のうちヴァカンスを享受する割合は 年々増加iする傾向にあり ヴァカンスが人び
との!日]に没透しつつあることがわかる. 1985年にはフランス人の約60%がヴァカンスを楽しみ， 1人
あたりの滞在日数は約19日間である. また同時に，冬Wjスポーツの普及によって，冬期ヴァカンスも
広まり， 1 {j三に 2ITのヴァカンスを享受する{頃向カf生じている.ただし，ヰ1在のところ，ヴァカンス


































2) J.-L.Michaud (1983) Le lourisme [ace a 
l'environnemenl. p.104 
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L'analyse geographique des vacances en France 
par Nobuo TAKAHASHI 
Cel arLicle essaie d'elucider la structure des vacances en France au point de vue 
geographique. Les conclusions que l'on peul tirer de celte etude peuvent se resument brievement 
de la maniere suivanLe 
1. Le taux cle depart en vacance日 cle Ja popuJation resiclant en Jでrance augmente 
reguJieremenl. Le taux cle cleparl en vacances etait d'environ 60% par rapport a I'ensemble de Ja 
population， tanclis que la moyenne cle sejour etait cle 19 jOllrs par personne. Par ailJcllrs， en 
raison cle la cliffllsion cles vacanccs d'hiver， les Francais ont tenclance a prendre des vacances 
dellx fois par an 
2. Le tallx de clepart en vacances corresponcl al montant cles revenus， ainsi qu'a la hierarchie 
des c21legories sociales. Ce sont les cadres superieurs et les Fr21ncais occupant des pro[essions 
liberales qui partent le pJus souvent eηvacances， tandis que les agriculteurs ont le taux le plus 
faible 
3. Lorsqu'on est jeune， l'on a tendance a p21rtir pJus souvent en vacances， notamment JorsCjue 
I'on esL age entre 30 et 39 ans， Ol moins de 14. Mais en meme temps le taux cle clepart cle la 
populalion agee augmente peu a pel 
4. Le sejour cles vacances a la mer reste Ja plus prisee. Les voyages a la campagne maintien-
nent lelr c1euxieme pl21ce， tanclis qlle ceux a Ja montagne se positionnent a la troisieme place. Les 
vacances circlllantes restent faibles， en revanche， I'on aime sejollrner a la meme place 
5. Les v21canciers francais optent pOllr c1eux types c1e sejollr. Premierement. les sejours clans 
les regions cotieres， telles la mer Mediterranee， I'Ocean AtlantiCjle et la Manche， tandis que les se-
jours a la montagne c1ans les provinces des Alpes et des Pyrenees occupent le seconcl rang 
6. La repartition c1es vacanciers francais se concentre geographiCjllement c1ans la partie sep-
lentrionale c11 pays， plllS que dans celle c1u Micli， tanclis que la partie orientale s、avereplllS pOpll-
laire qlle celle c1e I'Ouest. Cette tendance corresponcl au degre d'ur七anisationet c1'inclustrialisa-
tIon 
7. Presentement， le nombre de resiclences secondaires posseclees par des etrangers allgmente 
en France sllrtout c1ans 12 region de l'Ile c1e France. TOlltefois les Francais aussi se construisent 
c1es residences seconclaires a I'etranger， ce qui revient a c1ire que la propriete c1e resiclences ne 
connait pas c1e frontieres pour les francais et les etrangers 
8. Maintenant la p21rt des sejollrs a l'etranger est importante. Les pays enregistrant la pllS 
forte affluence tOllristique venant de France sont l'Espagne， le Portugal， suivie c1es pays c1e LA.fri但
qlle c1u Nord (Algerie， Maroc， Tunisie) puis cle I'Italie. Les Francais ont tenclence a se jOllrner cle 
plllS en plllS c1ans les regions c11 sld. Le phenomene c1emontre Cjl'il y a une opposition entre les 
principales nations c1e I'Europe occiclentale et les pays c1'importance seconclaires c1e cette meme re-
glon 
